
●
世
界
１６
カ
国
・
地
域
４９
大
学
と

交
流
協
定

北
海
道
大
学
は
、
世
界
１６
カ
国
・
地
域

に
わ
た
る
４９
大
学
と
大
学
間
交
流
協
定
を

結
ん
で
い
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
北
部
の
オ

ウ
ル
大
学
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
大
学
間

交
流
協
定
と
は
、
定
期
的
ま
た
は
継
続
的

に
教
職
員
・
研
究
者
及
び
学
生
の
交
流
、

共
同
研
究
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
行
な
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
研
究
と
教
育
の
水
準

を
高
め
、
学
術
研
究
の
成
果
の
向
上
及
び

留
学
生
の
派
遣
・
受
け
入
れ
の
拡
大
を
目

的
と
し
て
締
結
さ
れ
る
。
そ
の
発
端
は

様
々
あ
る
が
、
大
学
教
員
の
研
究
交
流
に

始
ま
る
場
合
が
多
い
。
オ
ウ
ル
大
学
と
の

場
合
も
、
寒
冷
地
に
関
す
る
研
究
者
の
交

流
を
経
て
、
よ
り
一
般
化
し
た
大
学
間
交

流
協
定
が
２
０
０
１
年
に
締
結
さ
れ
て
い

た
。大

学
の
役
割
は
人
類
福
祉
へ
の
貢
献
に

あ
り
、
学
術
研
究
は
自
国
民
の
み
で
は
な

く
人
類
と
し
て
の
英
知
を
探
索
す
る
こ
と

に
あ
る
。
つ
ま
り
大
学
同
士
は
、
教
育
や

研
究
の
上
で
国
籍
や
民
族
を
超
え
た
互
恵

主
義
を
原
則
と
し
て
い
る
。
大
学
教
授
の

肩
書
き
が
世
界
中
ど
の
国
で
も
通
用
す
る

の
は
、
そ
の
お
か
げ
で
あ
る
。
従
っ
て
、

交
流
協
定
が
な
く
と
も
、
大
学
教
員
は
ど

の
大
学
の
教
員
と
も
研
究
交
流
で
き
る
。

ま
た
、
熱
心
な
学
生
が
留
学
す
る
に
は
暗

黙
の
互
恵
主
義
に
基
づ
い
た
便
宜
供
与
で

こ
と
足
り
る
。
し
か
し
、
国
際
性
を
よ
り

積
極
的
に
拡
大
す
る
に
は
、
互
恵
主
義
の

動
作
を
大
学
と
し
て
制
度
化
し
て
お
く
こ

と
が
望
ま
し
い
。
こ
れ
が
大
学
間
交
流
協

定
で
あ
る
。
大
学
内
の
学
部
や
大
学
院
研

究
科
同
士
が
個
別
に
結
ぶ
部
局
間
交
流
協

定
も
あ
り
、
北
海
道
大
学
で
は
２３
カ
国
・

地
域
の
機
関
と
の
１
０
７
協
定
に
上
る
。

大
学
間
交
流
協
定
や
部
局
間
交
流
協
定

に
は
、
多
く
の
場
合
、
学
生
交
流
協
定
ま

た
は
学
生
交
流
覚
書
が
付
随
し
て
い
る
。

学
生
交
流
協
定
を
結
ん
だ
大
学
に
は
、
学

生
が
１
学
期
間
あ
る
い
は
１
年
未
満
の

「
交
換
留
学
」
で
き
、
留
学
先
で
得
た
単

位
も
あ
る
範
囲
内
で
原
籍
大
学
の
単
位
と

し
て
認
め
ら
れ
る
。
特
に
「
授
業
料
等
を

不
徴
収
と
す
る
学
生
交
流
協
定
」
を
締
結

し
た
大
学
の
場
合
に
は
、
留
学
前
に
北
海

道
大
学
に
授
業
料
を
納
め
れ
ば
、
留
学
先

に
授
業
料
を
払
う
必
要
は
な
い
。

法
人
化
を
翌
年
に
控
え
た
２
０
０
３
年

春
、
総
長
補
佐
の
私
へ
、
中
村
睦
男
総
長

と
長
田
義
仁
副
学
長
よ
り
、「
世
界
の
ノ

キ
ア
を
作
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
オ
ウ
ル

大
学
と
の
交
流
協
定
を
単
な
る
書
面
で
持

っ
て
い
て
も
意
味
が
な
い
。
実
質
の
あ
る

大
学
間
交
流
を
立
案
せ
よ
」、
と
の
指
示

が
あ
っ
た
（
以
下
肩
書
き
は
全
て
当

時
）。
北
海
道
大
学
で
は
、
前
年
の
２
０

０
２
年
春
に
旧
来
の
部
局
と
は
全
く
異
な

る
研
究
組
織
「
創
成
科
学
研
究
機
構
」
を

学
内
設
置
し
て
法
人
化
後
へ
向
け
た
組
織

改
革
に
取
り
掛
か
っ
て
お
り
、
北
キ
ャ
ン

パ
ス
に
は
次
世
代
ポ
ス
ト
ゲ
ノ
ム
棟
、
創

成
科
学
研
究
棟
、
電
子
科
学
研
究
所
ナ
ノ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
が
建
設
中

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
地
域
の
諸
機
関
が
連

オ
ウ
ル
大
学
と
北
海
道
大
学
の

大
学
間
お
よ
び
地
域
連
携
交
流
小
史

北
海
道
大
学
名
誉
教
授（
元
副
理
事
）

下
澤
楯
夫
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携
し
て
、
道
経
連
の
提
案
に
よ
る
「
北
大

リ
サ
ー
チ
＆
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
（
以
下
北

大
Ｒ
＆
Ｂ
Ｐ
と
略
記
）
構
想
推
進
協
議

会
」
が
設
置
さ
れ
、
北
海
道
大
学
は
科
学

技
術
振
興
調
整
費
戦
略
的
研
究
拠
点
育
成

事
業（
い
わ
ゆ
る
ス
ー
パ
ー
Ｃ
Ｏ
Ｅ
）に

「
北
大
リ
サ
ー
チ
＆
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
構

想
」
を
提
案
、
採
択
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
北
海
道
大
学
と
地
域
の
連

携
が
進
ん
だ
の
は
、
オ
ウ
ル
地
域
の
テ
ク

ノ
ポ
リ
ス
構
想
に
触
発
さ
れ
て
産
業
ク
ラ

ス
タ
ー
構
想
を
打
ち
出
し
た
道
経
連
元
会

長
戸
田
一
夫
氏
（
故
人
）
に
負
う
所
が
大

き
い
。
戸
田
氏
は
、
２
０
０
２
年
８
月
に

電
子
科
学
研
究
所
長
だ
っ
た
私
と
下
村
政

嗣
ナ
ノ
テ
ク
研
究
セ
ン
タ
ー
長
（
現
東
北

大
学
多
元
研
教
授
）
を
北
電
本
社
に
呼

び
、
武
井
正
直
氏
（
北
洋
銀
行
会
長
）
と

と
も
に
、
大
学
と
地
域
が
連
携
し
た
「
北

大
Ｒ
＆
Ｂ
Ｐ
構
想
」
の
実
現
に
強
い
期
待

を
示
さ
れ
た
。

オ
ウ
ル
地
域
で
は
、
地
域
行
政
府
が
オ

ウ
ル
大
学
に
隣
接
し
て
「
テ
ク
ノ
ポ
リ

ス
」
を
設
置
し
、
研
究
開
発
拠
点
運
営
の

株
式
会
社
と
し
て
自
立
し
て
い
る
。
オ
ウ

ル
大
学
と
道
路
一
本
渡
る
だ
け
で
行
き
来

で
き
る
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
は
、
大
学
研
究
者

を
誘
い
込
む
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
確

か
に
、
地
域
の
産
業
構
造
の
転
換
に
は
大

学
の
研
究
成
果
が
大
き
な
要
素
と
な
る
。

し
か
し
、
大
学
が
全
て
で
は
な
い
。
私

は
、
地
域
の
能
動
性
が
重
要
な
の
だ
と
思

っ
て
い
る
。

国
立
大
学
の
法
人
化
に
際
し
て
、
産
業

界
や
行
政
か
ら
「
日
本
の
国
立
大
学
は
産

業
界
に
役
立
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
批
判

が
公
然
と
ま
か
り
通
っ
て
き
た
。
し
か

し
、
こ
の
意
見
は
明
ら
か
に
間
違
っ
て
お

り
、
日
本
の
国
立
大
学
は
十
分
に
産
業
界

に
貢
献
し
て
き
た
。
そ
の
理
由
は
、「
少

な
く
と
も
数
年
前
ま
で
、
日
本
は
世
界
で

一
、
二
を
争
う
産
業
競
争
力
を
誇
っ
て
来

た
。
世
界
の
強
国
が
全
力
で
大
学
の
研
究

成
果
を
投
入
し
て
産
業
競
争
力
を
高
め
て

い
る
一
方
で
、
日
本
だ
け
が
大
学
の
研
究

成
果
無
し
に
世
界
屈
指
の
産
業
競
争
力
を

実
現
で
き
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
？
も
し
そ

う
な
ら
、
そ
れ
こ
そ
世
界
の
奇
跡
で
あ
ろ

う
。
世
界
中
が
成
し
得
な
い
の
に
、
日
本

だ
け
が
奇
跡
を
起
こ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う

か
？
」
と
い
う
疑
問
が
残
る
か
ら
で
あ

る
。
日
本
の
国
立
大
学
が
産
業
界
に
役
立

っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
経

路
が
見
え
な
か
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
大
企

業
の
み
が
大
学
の
研
究
成
果
の
恩
恵
を
受

け
取
り
、
街
中
の
一
般
企
業
は
取
り
残
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
新
産
業
、
特
に
科
学

技
術
開
発
の
体
制
に
つ
い
て
は
多
く
の
調

査
報
告
が
あ
り
、
ま
た
オ
ウ
ル
市
役
所
の

セ
ッ
ポ
・
マ
キ
氏
な
ど
は
６
回
も
来
道
さ

れ
て
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
で
も
講
演
さ
れ
て

い
る
の
で
、
今
さ
ら
説
明
の
必
要
は
無
か

ろ
う
。
し
か
し
当
時
の
私
は
、「
オ
ウ
ル

で
は
誰
が
何
を
し
た
の
か
」
を
全
く
知
ら

な
か
っ
た
。
現
場
主
義
の
私
は
、
と
に
か

く
オ
ウ
ル
大
学
長
や
オ
ウ
ル
地
域
の
方
々

に
会
う
こ
と
に
し
、
産
学
官
連
携
に
詳
し

い
荒
磯
恒
久
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ

ー
教
授
と
川
野
辺
創
国
際
協
力
課
長
に
同

行
を
求
め
た
。
２
０
０
３
年
９
月
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

現
地
へ
行
っ
て
、
ま
ず
、
ノ
キ
ア
の
携

帯
電
話
は
オ
ウ
ル
大
学
が
地
域
に
貢
献
し

て
出
来
た
の
で
は
な
く
、
全
く
逆
だ
と
い

う
こ
と
を
知
っ
た
。
オ
ウ
ル
大
学
の
卒
業

生
で
あ
る
Ｖ
Ｔ
Ｔ
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
立

技
術
セ
ン
タ
ー
）
の
研
究
員
ペ
ト
リ
・
プ

ッ
リ
氏
ら
が
、
ノ
キ
ア
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

有
数
の
総
合
化
学
産
業
）
出
資
の
ベ
ン
チ

ャ
ー
で
あ
る
「
モ
ビ
ラ
」
で
軍
用
無
線
を

含
め
た
開
発
研
究
を
進
め
た
。
事
業
化
の

目
処
が
立
っ
た
と
こ
ろ
で
ノ
キ
ア
本
体
が

乗
り
出
し
、
世
界
の
ノ
キ
ア
に
な
っ
た
。

そ
の
研
究
開
発
業
績
で
、
プ
ッ
リ
氏
ら
は

オ
ウ
ル
大
学
の
情
報
工
学
科
の
教
授
に
招

聘
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
要
は
、
大
学
を
取

り
巻
く
地
域
の
側
に
大
学
の
研
究
成
果
を

も
の
に
す
る
力
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
地
域
産
業
開
発
の
次
世
代
の
人
材

を
大
学
に
還
流
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
の
人
口
は
、
北
海
道
と
ほ
ぼ

同
じ
５
０
０
万
人
だ
か
ら
、
Ｖ
Ｔ
Ｔ
は
道

立
工
業
試
験
場
に
相
当
す
る
。

オ
ウ
ル
を
見
て
、
２
０
０
０
年
に
ノ
ー

ス
テ
ッ
ク
財
団
が
北
大
北
キ
ャ
ン
パ
ス
に

建
設
し
た
「
コ
ラ
ボ
ほ
っ
か
い
ど
う
（
北

海
道
産
学
官
協
働
セ
ン
タ
ー
）」
は
、
戸

田
氏
が
触
発
さ
れ
た
オ
ウ
ル
テ
ク
ノ
ポ
リ

ス
を
２０
分
の
１
規
模
で
実
現
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
も
、
私
は
理
解
し
た
。

２００４年２月４日、オウル市役所で視察の挨拶をする福迫尚一郎団長（札幌市助役）
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私
は
、
オ
ウ
ル
大
学
の
ラ
ユ
ネ
ン
学
長

に
「
オ
ウ
ル
で
奇
跡
が
起
こ
る
前
、
大

学
、
地
域
行
政
府
、
地
域
産
業
界
、
公
立

研
究
機
関
は
、
そ
れ
ぞ
れ
何
を
や
っ
た
の

か
、
札
幌
に
来
て
話
し
て
欲
し
い
」
と
札

幌
で
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
提
案
し

た
。
ラ
ユ
ネ
ン
学
長
の
「
目
的
は
何
か
」

と
の
質
問
に
は
、「
地
域
の
関
係
者
の
教

育
だ
。
大
学
人
は
何
を
す
れ
ば
良
い
の
か

分
か
っ
て
い
る
し
、
実
行
し
て
い
る
。
ど

ん
な
研
究
成
果
で
も
役
立
て
た
い
と
願
っ

て
い
る
。
問
題
は
地
域
の
側
だ
。
北
海
道

で
は
、
大
学
の
研
究
者
が
良
い
ア
イ
デ
ア

を
出
し
て
く
れ
る
ま
で
、
投
資
も
せ
ず
に

口
を
開
け
て
待
っ
て
い
る
。
オ
ウ
ル
で
は

そ
ん
な
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
オ
ウ
ル
で

は
、
大
学
は
何
を
し
、
地
域
は
何
を
し
た

の
か
、
当
事
者
が
事
実
を
話
し
て
く
れ
る

だ
け
で
十
分
だ
」
と
答
え
た
。
学
長
は

「
こ
ん
な
に
明
確
な
目
的
を
持
っ
て
き
た

人
間
は
、
初
め
て
だ
。
よ
し
行
こ
う
。
市

長
と
商
工
会
議
所
会
頭
も
連
れ
て
行
く
」

と
即
断
し
て
く
れ
た
。
３
人
と
も
ス
キ
ー

ジ
ャ
ン
プ
の
仲
間
で
、
週
に
一
度
は
一
緒

に
食
事
を
す
る
、
５０
代
前
半
の
地
域
の
リ

ー
ダ
ー
達
で
あ
っ
た
。
こ
れ
で
交
流
事
業

の
ス
タ
ー
ト
は
決
ま
っ
た
。

札
幌
に
戻
り
、「
北
大
Ｒ
＆
Ｂ
Ｐ
構
想

推
進
協
議
会
」
の
枠
組
み
の
下
で
、
道
経

連
・
道
庁
・
札
幌
市
経
産
局
・
開
発
局
の

協
力
を
得
て
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
地

域
産
学
官
連
携
に
よ
る
経
済
活
性
化
」
の

準
備
を
す
す
め
、
２
０
０
４
年
３
月
２３
、

２４
日
の
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
残
念
な
が

ら
、
オ
ウ
ル
市
長
の
来
札
は
か
な
わ
ず
、

副
市
長
が
代
理
と
し
て
こ
ら
れ
た
が
、
Ｔ

Ｅ
Ｋ
Ｅ
Ｓ
を
始
め
、
オ
ウ
ル
バ
イ
オ
セ
ン

タ
ー
や
ビ
オ
ゲ
ノ
ン
社
な
ど
他
の
メ
ン
バ

ー
も
全
て
出
席
し
た
。
オ
ウ
ル
商
工
会
議

所
会
頭
プ
ル
ホ
氏
の
ス
ピ
ー
チ
は
特
に
印

象
に
残
っ
た
。
な
ん
と
「
バ
レ
ン
ツ
海
油

田
開
発
に
お
け
る
オ
ウ
ル
商
工
会
議
所
の

役
割
」
を
語
っ
た
の
で
あ
る
。
バ
レ
ン
ツ

海
は
ロ
シ
ア
領
で
あ
る
。
オ
ウ
ル
の
人
口

は
、
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
設
置
前
は
１０
万
人
、

現
在
で
も
１２
万
人
で
あ
る
。
北
海
道
側
か

ら
は
、
こ
れ
に
匹
敵
す
る
ス
ケ
ー
ル
の
話

は
無
か
っ
た
。

オ
ウ
ル
大
学
は
、
北
海
道
大
学
と
良
く

似
て
い
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
、
第
二
次

大
戦
中
に
ロ
シ
ア
（
旧
ソ
連
）
の
越
境
へ

抵
抗
し
た
た
め
に
、
連
合
国
に
敵
対
し
た

枢
軸
国
側
の
敗
戦
国
と
さ
れ
、
戦
勝
国
ロ

シ
ア
に
戦
後
賠
償
を
支
払
わ
さ
れ
た
。
抵

抗
し
な
け
れ
ば
バ
ル
ト
三
国
と
同
じ
運
命

を
辿
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
１
９
５
６

年
に
賠
償
を
完
了
し
て
す
ぐ
、
１
９
５
８

年
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
北
部
の
開
発
拠
点
と

し
て
オ
ウ
ル
大
学
を
設
置
し
て
い
る
。
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
の
人
口
は
極
端
に
南
部
の
ヘ

ル
シ
ン
キ
周
辺
に
偏
っ
て
お
り
、
ロ
シ
ア

と
の
長
大
な
国
境
線
を
抱
え
る
北
半
分
の

人
口
は
６０
万
人
に
過
ぎ
な
い
。
１
３
０
年

前
の
明
治
政
府
が
、
北
海
道
の
第
一
次
産

業
化
の
た
め
に
「
札
幌
農
学
校
」
を
置
い

た
の
と
全
く
相
似
で
あ
る
。

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
準
備
を
進
め
る

う
ち
に
、
担
当
者
の
間
に
産
学
官
連
携
の

先
進
事
例
を
自
分
の
眼
で
見
た
い
と
い
う

機
運
が
高
ま
り
、「
北
欧
サ
イ
エ
ン
ス
パ

ー
ク
視
察
団
」
を
結
成
し
て
２
０
０
４
年

２
月
初
旬
に
ヘ
ル
シ
ン
キ
、
オ
ウ
ル
、
ル

ン
ド
の
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
を
視
察
し

た
。
札
幌
市
助
役
の
福
迫
尚
一
郎
氏
を
団

長
と
し
、
道
庁
総
合
企
画
部
次
長：

石
川

久
紀
（
副
団
長
）、
道
庁
経
済
部
産
業
振

興
課
主
幹：

大
石
雅
則
、
道
庁
科
学
技
術

振
興
課
参
事：

木
場
保
洋
、
札
幌
市
企
画

課
長：

本
間
奈
々
、
北
大
総
長
補
佐：

下

澤
楯
夫
（
副
団
長
）、
北
大
総
長
補
佐：

津
田
芳
郎
、
北
海
道
経
産
局
産
業
技
術
課

長：

江
川
裕
之
、
北
海
道
開
発
局
開
発
調

整
課
長：

佐
藤
謙
二
、
ノ
ー
ス
テ
ッ
ク
財

団
副
理
事
長
・
専
務
理
事：

中
野
誠
一
、

ノ
ー
ス
テ
ッ
ク
財
団
ク
ラ
ス
タ
ー
推
進
部

長：

瀬
尾
英
生
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ
成
果
活
用
プ
ラ

ザ
事
務
参
事：

弦
巻
大
起
、
道
経
連
参

与：

大
和
田
勲
、
道
経
連
事
務
局
次
長：

熊
谷
尚
史
の
１４
名
で
あ
っ
た
。
熊
谷
次
長

が
各
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
と
の
交
渉
に
当

タウノ・トニング財団からの「オウルと北海道の協力助成基金」寄付を伝える現地新聞（２００５年９月２１日）。向かって左から、財団理事長、ラユネン学長、中村北大総長
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た
っ
た
が
、
何
れ
の
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク

も
世
界
の
注
目
を
浴
び
て
お
り
、「
た
だ

見
に
来
る
だ
け
な
ら
お
断
り
、
そ
ち
ら
の

情
報
を
提
供
す
る
な
ら
見
返
り
に
視
察
を

受
け
入
れ
る
」
と
の
姿
勢
だ
っ
た
の
で
、

私
が
北
大
の
研
究
体
制
と
成
果
に
つ
い
て

の
概
要
を
、
木
場
参
事
が
北
海
道
の
科
学

技
術
政
策
に
関
す
る
話
題
を
提
供
し
た
。

●「
地
域
連
携
協
定
」
締
結

視
察
で
何
度
も
聴
い
た
言
葉
は
、「
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
産
学
官
が
同
じ
船
に
乗

っ
て
お
り
、
相
互
依
存
し
な
が
ら
も
同
じ

方
向
に
船
を
漕
い
で
い
る
」
と
い
う
喩
え

で
あ
っ
た
。
右
舷
、
左
舷
、
船
尾
の
漕
ぎ

手
が
、
３
人
と
も
同
じ
手
に
櫂
を
持
っ
て

同
じ
所
作
を
し
て
も
、
船
は
進
ま
な
い
。

相
互
補
完
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、「
新
し
い
社
会
を
創
る
場
合
、
５

年
、
１０
年
後
の
成
果
を
約
束
す
る
こ
と
は

難
し
い
。
だ
か
ら
参
画
す
る
個
々
人
に
メ

リ
ッ
ト
を
確
信
さ
せ
る
し
か
な
い
。
一
番

大
切
な
の
は
、
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
が
そ
の

気
に
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
大
学
の
学
長

や
企
業
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
や
れ
と
一
声
出
せ

ば
、
後
は
進
む
。
簡
単
な
こ
と
だ
！
」

も
、
印
象
に
残
っ
た
。
要
は
、
リ
ー
ダ
ー

の
勇
気
な
の
だ
。

オ
ウ
ル
地
区
の
視
察
で
は
「
オ
ウ
ル
成

長
協
約
２
０
０
６
」
の
拘
束
力
が
話
題
と

な
っ
た
。
私
は
、「
各
機
関
の
努
力
目
標

を
書
い
た
だ
け
の
紳
士
協
定
で
地
域
経
済

が
活
性
化
す
る
と
は
思
え
な
い
。
ど
の
よ

う
に
し
て
拘
束
力
を
持
た
せ
て
い
る
の

か
？
」
と
質
問
し
た
。
日
本
で
は
、「
紳

士
協
定
」
と
は
実
効
性
の
な
い
も
の
の
代

名
詞
で
あ
る
。
オ
ウ
ル
側
の
答
え
は
、

「
リ
ー
ダ
ー
が
約
束
し
た
の
だ
か
ら
、
各

機
関
は
目
標
を
達
成
す
る
努
力
を
す
る
」

だ
っ
た
。
そ
う
、
勇
気
あ
る
も
の
同
士
の

「
紳
士
協
定
」
は
実
効
を
上
げ
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
学
ん
で
、
地
域
の
産
学
官
諸

機
関
が
相
互
補
完
し
て
新
産
業
を
育
成

し
、
経
済
活
性
化
を
実
現
す
る
た
め
の

「
地
域
連
携
協
定
」
が
２
０
０
４
年
７
月

に
北
大
、
北
海
道
、
北
海
道
経
済
連
合

会
、
札
幌
市
、
北
海
道
経
済
産
業
局
の
５

者
の
ト
ッ
プ
が
会
し
て
締
結
さ
れ
た
。

北
欧
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
視
察
団
の
メ

ン
バ
ー
は
、
北
大
Ｒ
＆
Ｂ
Ｐ
の
実
現
の
重

要
性
を
強
く
確
信
す
る
こ
と
と
な
り
、
３

月
の
札
幌
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
各
組
織
の
北

大
Ｒ
＆
Ｂ
Ｐ
協
議
会
担
当
者
の
強
い
連
携

の
下
、
成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が
出
来

た
。
同
年
４
月
に
は
「
北
欧
サ
イ
エ
ン
ス

パ
ー
ク
視
察
報
告
書
」
が
、
道
経
連
「
北

大
Ｒ
＆
Ｂ
Ｐ
構
想
推
進
協
議
会
」
か
ら
出

さ
れ
た
。

札
幌
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
北
大
を
訪
れ
た

ラ
ユ
ネ
ン
学
長
は
、
北
大
の
研
究
レ
ベ
ル

の
高
さ
を
認
識
し
、
今
後
の
提
携
を
推
進

す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
研
究
者

と
学
生
の
交
流
が
進
み
、
２
０
０
３
年
か

ら
２
０
０
７
年
ま
で
の
間
の
交
流
は
、
中

村
総
長
以
下
延
べ
２０
名
の
教
職
員
派
遣
、

オ
ウ
ル
大
学
か
ら
の
受
け
入
れ
は
ラ
ユ
ネ

ン
学
長
以
下
４
名
、
交
換
留
学
生
の
派
遣

３
名
、
受
け
入
れ
７
名
に
上
っ
て
い
る
。

２
０
０
５
年
９
月
に
は
、
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
オ
ウ
ル
大
学
に
て
合
同
開
催
、

北
大
よ
り
中
村
睦
男
総
長
以
下
１０
名
、
道

経
連
よ
り
三
國
保
事
務
局
長
、
寺
田
治
事

務
局
次
長
、
宇
川
和
則
ノ
ー
ス
テ
ッ
ク
財

団
常
務
理
事
、
北
海
道
よ
り
宮
森
博
康
参

事
が
参
加
し
た
。
こ
の
際
、
オ
ウ
ル
大
学

は
タ
ウ
ノ
・
ト
ニ
ン
グ
財
団
か
ら
の
１
万

ユ
ー
ロ
の
寄
付
に
よ
り
、
人
材
交
流
の
た

め
の
「
オ
ウ
ル
と
北
海
道
の
協
力
助
成
基

金
」
を
設
立
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
北

大
側
も
同
規
模
の
基
金
の
設
立
を
約
束

し
、
道
経
連
事
務
局
を
介
し
て
経
済
界
に

協
力
を
求
め
た
が
賛
同
は
得
ら
れ
ず
、
結

局
、
北
海
道
大
学
の
み
で
オ
ウ
ル
大
学
と

の
人
材
交
流
の
た
め
の
資
金
を
捻
出
し
て

今
日
に
至
っ
て
い
る
。

オ
ウ
ル
大
学
も
北
海
道
大
学
も
、「
お

金
」
を
「
知
恵
」
に
変
え
る
機
関
で
あ

る
。
地
域
の
他
機
関
は
、
そ
の
「
知
恵
」

を
「
お
金
」
に
変
え
る
。
こ
れ
が
産
学
官

の
相
互
補
完
連
携
に
よ
る
経
済
活
性
化
で

あ
る
。
北
大
Ｒ
＆
Ｂ
Ｐ
構
想
推
進
協
議
会

の
担
当
者
に
す
ら
、
こ
の
こ
と
を
理
解
で

き
ず
、
北
海
道
大
学
に
他
機
関
と
同
額
の

分
担
金
支
出
を
求
め
た
も
の
も
い
る
。
オ

ウ
ル
を
見
て
も
、
勇
気
が
無
け
れ
ば
、
オ

ウ
ル
に
学
ぶ
こ
と
は
出
来
な
い
。

以
上
、
紙
面
の
都
合
で
多
く
を
割
愛
し

た
が
、
オ
ウ
ル
大
学
と
北
海
道
大
学
の
大

学
間
交
流
と
地
域
の
諸
機
関
が
、
相
互
補

完
し
な
が
ら
地
域
経
済
活
性
化
に
働
い
て

い
る
経
緯
の
概
略
を
述
べ
た
。

国
立
大
学
の
法
人
化
は
産
業
界
へ
の
貢

献
や
効
率
化
の
視
点
で
捕
ら
え
る
見
方
が

多
い
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
法
人
格
を
持

た
な
い
大
学
な
ど
、
欧
米
で
は
恥
ず
か
し

く
て
口
に
出
来
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
２

０
０
４
年
以
前
の
旧
国
立
大
学
は
文
部
省

と
い
う
行
政
機
関
の
一
部
で
あ
っ
た
。
行

政
機
関
の
各
部
署
に
自
由
や
自
治
を
付
与

で
き
る
は
ず
も
な
く
、
学
問
研
究
の
自
由

や
大
学
の
自
治
な
ど
有
り
得
な
い
制
度
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
法
人
化
に
よ
っ
て
、
国

立
大
学
は
、
よ
う
や
く
国
か
ら
全
て
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
地
域

や
産
業
界
が
、
国
と
は
違
っ
た
視
点
で
大

学
を
支
え
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
大
学
と
地
域
諸
機
関
の
相

互
補
完
連
携
が
可
能
な
今
、
北
の
大
地
の

次
な
る
飛
躍
の
舞
台
は
整
っ
て
い
る
、
と

言
え
よ
う
。
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